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Achromobacterは海水産或は淡水産魚介類の魔敗細菌として Pseudomonas，Flavobac-
teriumと共に重要視されてきた。 併し本菌属は形態的にも，生化学的にもその属を規定する
顕著な陽性に示される性質を欠いている為，その同定に誤を犯すことが多く，従来記載されて
きた菌種の中で現在では Pseudomonasに編入されてしまったものが少くない。従ってこれ
まで魔敗細菌として考えられてきた概念をそのま斗固定されたものとしてよいかどうか疑わし
い。 Breedが Bergey'smanual第 6版に於て思いきって整理した新らしい分類に準拠する
場合は特にその感が深い。 
Alcaligenes属は Achromobacteriaceaeの1属で Achromobacterとは同じ科に属す
るが人畜の腸管に寄生する A 1caligenesfaecalisが代表菌種として Achromobacterとは 
habitatを異にするものとされてきたO 併しその性状の類似と自然界に於ける分布から見て魔
敗細菌として観察する場合は Achromobacter と一緒に採り上げるべき細菌であると思われ
る。
著者は当研究所に於ける関敗細菌に関する系統的の研究(1)(2)の一環として Achromobacter 
Alcaligenesについて食品細菌学的の立場から研究を行ってきたので報告するOL
関連細菌として Flavobacteriumについては同僚志賀信雄氏〈ペ Pseudomonasについて
は長谷川広吉氏仰が担当したが両氏の研究と密接な連絡を保って実験を遂行した。
菌株の分離 seの Barsiekowで glucoseのみを分解して酸を
外界に分布するグラム陰性樗菌で運動性の無いこ 出すものと， 3者を全然分解しないものを取ること
と，運動性のある場合は周毛性の鞭毛を有するこ によって Enterobacteriaceaeの大部分を除き，
と，色素を産生しないこと，合水安素を侵襲しない リトマスミルグを no change或は単にアルカりに
ことが多く，分解する場合は僅に 6茨糖のみに限ら するものをえらび，蛍光培地を用いて色素産生の蛍
れること， リトマスミルグに~化を与えなし、か或は 光菌を除く等の手続きをして分離した菌株を，一応
アルカリ性にすること等のこの両胃の有する重要性 第 1表蒐集細菌の来源(菌株数〕 
状を規準にして菌株の蒐集にあたった。 5iLiょ旦竺~IAchroI叫acter Alcaligenes 
計 
分離培地については，これらの菌層を選訳的に分
離する分離培地が存在しないので普通のプイヨシ寒 魚 介 類 
天平板を主とし，合成培地も使用した。培養温度は 
下
土 壌 
7.K
270Cとした。分離材料は海水，淡水産魚介類及びそ
海 7.K 
の腐敗物，土壌，下水，汚染血液等である。プイヨ 汚染血液 
シ寒天平板に 48~72 時間以内に発育した集落の内，
色素を産生しないもので glucose，lactose，sucro-
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木菌の候補にして 120株を分離したがこの内比較的
同定のしっかり出来たもの Achromobacter18株， 
Alcaligenes 14株合計 32株を得た。菌株の分離材
料別の分布は第 1表に示した如くである。
菌株の同定と分類 
Bergey's manual第 6版によれば familyAch-
romobacteriaceaeは Genus 1. Alcaligenes， 
Genus n.Achromobacter，Genus m.Flavo-
bacteriumの3菌屑からなっている。 Genus工及
び Eは Non-chromogenicor at most 1ittle or 
no chromogenesis on agar or gelatill media 
となっておって Achromobacter 科の "achro-
mo"の意にふさわしいが， Genus mの Flavo同 
しくない様に思われる。
黄色或はオレンジの色素を産生し， 6笈糖から酸を 
E量生する等のごく僅かの相違である。特に Alcali-
genesと Achromobacterは極めて類似した菌-属
で、あって 2菌層に分離する必要を感じない程であ 
Achrobacterium は著明な黄色色素を産生して ・
mobacter科に入れるにはその点だけで、は似つかわ
3 Alcali-この 聞の属の鍵となる性状の差異は 
がリトマスミルクをアルカリに安え，含水炭genes
Achromo-素から酸も芳、スも出さないのに反し， 
bacterはリトマスミルクを不安のもの，僅に酸性
にするもの，アルカリにするものがあり，普通は6
Flavobacterium茨糖を分解して酸を産生する。 は
る。
Bergey'smanual 948)著者は (1 の記載に従っ
十+++十
て分離株の同定を行った。 
Achromobacter 
Bergey's manualの Achromobacterの菌種同
定の鍵は第 2表に示した如くであり，これに従って 
12菌種に分類している。この内 marineformが 
第2表 *Achromobacterの菌種同定の鍵 
(Bergey's manual) 
運動性防長[!771霊酸理[ 菌 種
十|不愛(一 IAch.1iquefaωn比 日 白児 
十 |不 安芸 ! 十 Ach. iophagum Z I 
十|酸 l十 IAch. delicatulum 
|不安|十 IAch. cycloclastes 
[僅に酸- iAch. s叩 erficiale
+ |不安 IAch. butyri 
i不安「-JAch eurydice 
酸・還元 I + IAch. delmarve 
長 marineformは除いた。
4菌種あるが著者は halophilicの speciesについ
ては今回は研究の対象外とした。運動性の有無，ゼ
ラチンの液〆化の有無、によって A，B，C，Dの4群に
分類して見た。 
A群: 周毛性の鞭毛を有し，ゼラチンを液化す
る菌群で 4 菌種を含んでいる。ミルグに~化を与え
ないで硝酸塩還元陰性のもの Ach. liquefaciens 
硝酸塩還元能を有す Ach. thalassius (marine 
form)とAch.iophagum，ミルクを弱酸性にする 
Ach. delicatulumとなっている。著者の株でこの
菌群に入るものは 1株でAN-139株がそれである。
本株はセ7 チンの液化力が弱し、点が問題になるが一
応 Ach. liquefaciensに入れた。他の 3菌種に属
する株は分離出来なかった。 
B群: ゼラチン非液化菌でミルクを愛化させな
し、で硝酸塩還元性のあるもので Ach. aquamari-
nus (marine form)と Ach.cyc10clastesの2菌
種がある。叉ミルクを僅に酸性にする Ach.super-
ficialeがある。著者の株では AN-17， AN-156， 
AN-159，AN-164の4株がこれに含まれ Ach. 
cycloclastesと同定された。しかし AN-17，AN-
156，AN-164が 6茨糖を分解しないのに AN-159
は glucoseから酸を出したし， AN-17，AN-164 
が potato培地で弱し、発育を示したのに， AN-156， 
AN-159は強い発育を示すとし、う差異はあった。叉 
AN-17，AN-156，AN-159は naphthalene，phe-
nol，cresol等の hydrocarbonを利用する株であ
った。 
C群: 非運動性菌で 3菌種を含み，内 2菌種は 
marine formである。著者の株で AN-2，AN-10〆
の2株は keyでは Ach.stenohalisに一致する
が好塩性のない点が異っていた。 
D群: 非運動性且つゼラチン非液化菌群で， 
Ach. eurydice，Ach. delmarveの 2菌種を含む。
著者の分離菌にはこの群に入るものが多く， Ach. 
eurydic:eと同定されたもの 4株， AN-18，AN-19， 
AN-20，AN-165がそれである。 Ach.eurydiceに
は硝酸塩還元能の記載がないので陽性のもの陰性の
ものを両方採用した。 glucoseから酸を産生しない
為に Ach. eurydiceに入れられない株が 7株あ
り，内硝酸塩還力のあるもの 5株，陰性のもの 2株
であった。これらは今後新らしし、菌種に入れるべき
か或は Alcaligenes との異同を詳細に検討して見
るべきものと考えている。
以上の同定の結果を表示すれば第 3表の如くにな
superficiale I 0 
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第 3表分離菌の Achromobacter菌種の同定 C群: ゼラチン液化菌種で、運動性がある。本菌
に属するものは Alcalig.bookeri，Alcalig，recti 
菌群! 菌 種 [株数[菌株番号 
の2菌種があるが著者の株には見出されなかった。ー
Achromo同Iefa白州 1 I AN-139 D群: 非運動i生菌で Alcaligenesmarshallii 
A I 	 iophagum 0 
がこれに属する。 AN-15株は硝酸塩還元能を有す
delicatulum Io 
る点で相違するが他の性状は一致した。
AN-17， 156， 
B 
Achromo. cycloclastes I 4 159，164 以上の同定の結果を第 5表にまとめたの
第 5表分離株の Alcaligenes菌種同定
crdromoMtyrilol 菌群|菌 種 株数|菌株番号 
unidentified1 I 2 IAN-2，AN-10 
i
f ^，~~，:". .c~，，_~，:_ ic fAN-138，117，119，I Alcalig. faecalis I 6 I 
I A iAN-18，19，20， A 5. L"，，..U. V I 154，151，136.LUv<UA U'" 
.L.>.Achromo. eurydice 4 iJ"i65 
iAlcalig. viscοsus I 2 I AN-14，32 
DI 山 1identi5edEI51AN-112，153，
I 158，171，173 I5 I ，~~， 33，AN-:::~ ， ，. ，Alcalig:_B I v l metalcaligenes I I 34，150V 
unidentified JI[ I 2 iAN-110，118 
c I Alcalig. bookeri I 0 
る。 |Alcalig. recti I 0 
・ 
AlcaIigenes 	 D JA凶 i I AN-15g.marshal1 1I 
凶[Alcaligenes 4 !属の各菌種を同定する鍵は第 表に To 14 
主
示したようである。これに従って 6菌種に分類しで
』 
噌
官
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は5株，非運動性株が 13株であった。
運動性株は Ach. liquefaciens AN-139，Ach. 
cycloc1astes AN-17，AN-156，AN-159，AN-164 
であり，いづれも周毛性の鞭毛を有していた。 
Alcaligenesは 0.3x 1.2μ と云う様な小拝菌もあ
A群: 周毛性の鞭毛を有する運動性菌種で り，叉球菌様の形態をとることもある〆が普通は 0.6 
milkで ropeを産生するか否かで Alcaligenes --0.8 x 1.5--2.0μ 程度の大きさを有する。著者の株 
faecalisと Alcaligenesviscosusに分ける。著 も大方この範囲内にあった。運動性を有する株は 6
者の株では 8株がこれに属していた。内 AN-138 株，非運動性株は 8株であった。 Alcaligenesvis-
117，154，151，136，119の 6株は Alcaligenes cosusは運動性を有する菌株であるが著者の AN-
faecalis と同定されたがあとの 2株 AN~14， AN- 14，AN-32は非運動性である。この点同定に疑問が 
32は milkで著明な ropeを産生するので，運動 あるがミノレグ培地に於て著明な粘張性を示し，糸を
性のないことが大きな相違ではあるが一応Alcalig. 号1<所見があったので viscosusと一時的に入れる 
viscosusと同定した。 ことにした。 
B群: 非運動性の株でゼラチンを液化しなし、。 斜面寒天及びプイヨシ培養所見 
Alca叫li培 白smeta伺aligenes__，.菌種である。分離 昭gagene 叫lc日 両菌属共 a訂rslantの所見はは、白味をおび
株の中で 5株 AN一-33，但34，臼13，3，150カが:にこれに一致 な発育をするものと，薄い叉糸状の発育をするもの
した。 とがある。ブイヨンの所見も潤濁して発育はよく，
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沈澄を生ずるものとそうでないものとがあったが菌
膜を張る株は見られなかった。 
馬鈴薯培地上の所見
Achromobacterは馬鈴薯培地でよく発育する株
が少い。発育しても弱し、線状の菌苔をなす程度であ
る。著者の株では AN-156，AN-59，AN-158，AN-
171，AN-110，AN-118，AN"':138等比較的発育の良
好なものが相当に認められた。併し叉 AN-139，
AN-17，AN-164，AN-165，AN-112，AN-153等は
疑陽性の成績であった。 Alcaligenesは heavy 
growthをするものがあり， 11株はよく発育し， 
AN-33は疑陽性であった。
リトマスミルク上の所見、
両菌属共リトマスミルクの所見は重要で菌属同定
の鍵をなしている。 Achromobacterでは 12菌種
中9菌種がミルクに何等の安化を与えないと記載さ
れてし、るo併し増殖は普通に見られる。著者の株で
は 18株中全株が 30日の観察に於て愛化を示さなか 
った。 Alcaligenesに於ては全菌種共ミルクをアル 
カリ性にするのが特徴の一つである。叉 Alcali-
genes viscosusは ropinessを生じ Alcalig. 
marshalliiは消化する所見をも示す。分離株では全
株.14日後には 7.4程度にアルカリ性に恋化させた。 
AN-14，AN-32は前記した如く強い ropinessを
見た。叉 AN-136，AN-15では消化が認められた。
蛋白質分解作用 
1. ゼラチン液化作用
液化γ共ゼラチAlcaligenes，.Achromobacter
菌と非液化菌とあって第 2表に掲げた様に分類の重
要な基準になっている。 Achromo.liquefaciens 
AN-139はゼラチンを液化するが前述の如くその液 
化に疑問がある。 unidenti:fied1の2株 AN-2， 
AN-10はゼラチン液化能を有している。全体とし
ては非液化株の方がずっと多かった。 
Alcaligenesでは Alcalig. bookeri，recti， 
mar 
著者の株でで、は Alca叫li抱 訂rshal1iAN一g.maぬ 日山日 -15株のみ
が陽性でで、{他也の 1臼3株は総て非液化株であつた。 この
両菌聞のゼラチン陽性菌.種に於てもその活性は一般
的に弱く Pseudomonasの如く速に層状の液化を
来すものは殆んど見られない。 
2. カゼイン水解作用 
Milk caseinを加えた平板に本菌株の斜面寒天
培養を半径 O.5cmの円形に充分塗布して 270Cに保
存してカゼインの水解による透明帯の発生を目安に 
して調べた。その結果，培養 48時間判定で Ach-
romo.cycloclastes AN-156は菌苔の下部が抜け
る程度に陽性， Achromo. eurydice AN-18，19 
株は菌苔の外輸にリング状に透明帯が生ずる程度の
弱し、陽性， AN.:_153株も同じ程度に陽性であった。
Alcalig. faecalis AN-151は塗布した部分より外 
まで透明帯が拡る程度に強い陽性を示したが他の株
は総て陰性で、あった。併し 3日以上培養してから透 
明帯を生ずるものが相当にあった。只全般的には
Pseudomonasに比してその活性は弱力であると判
定された。
インド ~J1 反!ぷ: 両菌属共イ Y ドーノLを産生す
る菌種の記載がなし、。著者の分離株でも一株もイ y
ドーノLを産生する株は見られなかった。
尿素分解作用: 両菌属共尿素分解酵素を有する
菌種の記載がなし、。著者の蒐集株中 Achromobac-
ter eurydice AN-165，unidenti:fied strain AN-
158，Alcaligenes metalcaligenes AN-34，AN-
150の4株が弱し、陽性を示したく24時間後斜面赤
~)外は総て陰性であった。 
，溶血作用: Alcalig. faecalis AN-119，Alcalig. 
viscosus AN-32，119の3株が中等度の s-Haemo-
lysisを示した外は総て陰性で、あった。
硝酸塩還元能: 硝酸塩を亜硝酸塩に還元する作
用は菌種によって異るので両菌属の菌種同定の重要
な鍵のーっとなっている。第 2表に掲げ、た様に 
Achromobacterでは Ach.liquefaciens，Ach-
romo. super五ciale，Achromo. butyriの3菌種
が陰性丈で，あとは陽性の筈である。分離株で 18株
中15株が陽j主であった。 Alcaligenesでは 14株中 
10株が陽性株であり，記載と一致しなかったのは
Alcalig. marshallii AN-15が陽性， Alcalig. 
viscosus AN-14が陽性で、あった 2例丈であった。
以上の蛋白質，共の他窒素化合物の分解株の分布
を 1表にまとめたのが第 6表である。
句
第 6表蛋白質及び窒素化合物の分解菌の分布 
AchromobacterI Alcaligenes 
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アミノ酸及びアミシの分解 
1. Deaminationによるア Yモニアの生成
ベプトン水に培養した場合，両菌属共培地を早く
アルカリ性にすることや， Alcaligenesがリトマス
ミルグをアルカリ性化する作用等は両菌属がペプト
めアミノ酸等を脱アミノしてアンモニアを発生す
る作用を有することを想像させるものであるが，蛋
白質から揮発性アンモニア態窒素を産主させる活性
について'は後述する。 
2. Decarboxylationによるアミンの産生
ヒスチヂン脱茨酸酵素について実験したが， 
Achromobacterにも Alcaligenesvこもルツター
法で証明される程度にヒスタミンを産生する株は見
られなかった。 
3. Amine oxidase 作用 
Achromobacter，Alcaligenes共にヒスタ ξ ン
を酸化しイミダツオー A核を開裂する作用を有する
株の多いことが佐竹ω，藤田 (7)らによって報告され
ている。著者の実験でもヒスタミンを唯一の C，N 
源とする培地に発育する菌株ば 14株中 13株に見ら
れた。叉 AN-32，AN-33，AN-34等はヒスタミン，
グノレコース培地で分離した菌株である。 
4. トリメチルアミンオキシドの還元作用
トリメチルアミン産生作用を型の如く調べたが陽
性株は見られなかった。これらの成績は第 7表にま
とめて掲げた。
第 7表 アミンの産生とその分解株の分布
|陽性[陰性
ヒスタミシの産生 o I 14 
ヒスタミシの分解 13 1 
トリメチルアミンの産生 1 13 
含水炭素の利用
糖類の分解: 両菌層共含水炭素を代謝する{午用
が極めて弱し、のが特性の一つであり Achromobac岨
terは僅に hexoseから酸を産生する菌種がある
がく8¥Alcaligenesは全〈あらゆる含水茨素を分解
しない。 Achromobacterの蒐集株のうち glucose
から酸を産生する株は Achromo. cycloclastes 
AN-159，Achromo. eurydice AN-18，19，20， 
165の5株のみであり， AN-19，20の両株は外に 
xyloseをも分解して酸を産生した。 Alcaligenes
では勿論全株陰性であった。 
Voges-Proskauer反応， Methylred反応: 記 
載と一致して全株共両反応が陽性になるものは見出
されなかった。 
i殴粉の水解: 全例に於て陰性であった。
合成培地の発育 
Ammonium-glucoseの様な単純な合成培地で発
育が可能であるか否かを検討した。 Achromobac・ 
terでは第8表に示した様に 17株中 12株は陰性
か，ごく ~~Jし、発育しか見られなかったが， 5株は可
成り強L、増植が見られ著しい相違を示した。 
Alcaligenesでは 13株中 11株が陰性で 2株丈が
強し、陽i主であった。 
Pseudomonas属は一般に合成培地で発育が可能
であるのに比して Achromobacter科のものは陰
性のものが大多数であってこの点更に追求する必要
があると思われた(第8表参照〕。
第 8表 Ammonium-glucose合成培地
に於ける発育
」下一三一~ に凸nu口 rAchromo-I 
G…i仁一三一J Mcter IAlcaligenes 
陰性或は(1 1 11僅に発育したもの...'"
刊
強い発育を示したもの 5 I 2 
徒数字は菌株数。 
ssagarょの発育圃 
腸内細菌の検索になくてはならなし、 SS-agarに 
Salmonella，Shigella以外の集落が発生しこれが 
Enterobacteriaceae vこ胃さないものであることが
屡々ある。 Pseudomonasは大多数が SS-agarに
発育するので Pseudomonasの集落は当然見られ
るので、あるが Achromobacterや Alcaligenesは
どうであるかを知る為に検討した。 SS-agar48時
間の発育は Achromobacterに於ては第 9表の様
に 17株中 13株が陰性か極めて弱し、発育を示すのに
!'こAlcaligenes株は強い発育を示した。叉4対し
於ては 13株中 9株が陰性であったのに 5株は陽性
で、あった。これらの陽性株について更に追求して見 
たし、。
第 9表 SS-agar上の発育
i Achr
lbacter0・ iAICaligenes
陰性或はr 13 I 10 
僅に発育したもの|
強し、発育を示したもの 4 4 
発育温度と発育 pH域
発育温度: Achromobacterには温血動物の腸
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管内に棲息する菌種がな<，総て外界の菌であるの
で発育温度は 20~270C を至適温度とする。被検株
中 270Cでよく発育するものが 18株全部であり， 6 
株は 370Cでも一応発育した。 6株について 50Cの
発育を見たが内 4株は 7日以内に増殖した。併しこ
の4株について保存血液中で試験したがこの場合は
陰性であった。 Alcaligenesには人畜の腸管から分
離される Alcalig.faecalis， Alcalig. bookeri， 
Alcalig. recti等があるので発育温度が 370Cをよ
しとするものが少くなし、。しかし著者の株は食品等
の外界から分離したものであるので 14株中 14株は 
270Cでよく発育し， 370C発育株は 5株にすぎなか
った。
発育 pH域: AchromobacterもAlcaligenes
も弱アルカリ性の培地を好むとされている。 Ach-
romobacterは調べた 6株中 6株が 5.6では発育が
な<， 5.8或は 6.0になって始めて発育した。アルカ
リ側では 9.0で発育しなし、もの 4株， 9.6で発育しな
し、もの 2株あった。 Alcaligenesでは 5.0で発育し
ないもの 4株， 5.6で発育しないもの 3株， 9.6で発
育しないもの 5株が認められた。
単独移植による腐敗実験
供試菌株の各々が種々の食品に対して如何なる程
度に腐敗作用を示すか，叉その菌株，菌種，菌層間
同志の差異等を知る為に，一定条件下の実験的腐敗
を行って見た。代表菌株として Achromobacter
は6株， Alcaligenesは6株とした。先ず下に示し
た如き可及的新鮮な食品を求めて，適当の大きさに
切って硝子蓋物に収め，或は大試験管に入れて、滅菌
する。鯉の場合には生の偉で之を滅菌することなく
使用した。即ち生きてし、る鯉の皮膚をヨ{ドチンキ
で滅菌し， メスで無菌的に筋肉部を切り取って大試
験管に収め，生理食塩水を加えたものを試料とし
た。これらの試料に被検菌の 24時間培養のもの一
白金耳を約 5ccの生理食塩水に浮遊させその 1滴を
移植し 270Cの瞬卵器に入れ一定時間毎に官能試験
及び pH値を測定することによって腐敗力の判定を
した。
その判定に当つては特有の臭気を発した場合を
+，食品が柔かくなり臭気が進んだ場合を件，更に
高度の腐敗臭を十件とした。叉食品の軟化について
もー ， +，竹，怖で表現した。叉 pH値はテストペ
ーパーで測定した。
1.加熱鯖肉: 菌の発育はし、づ、れも良好で、あった
が， 48時間で腐敗臭を発した株は大部分であったが
特に AlcaligenesAN-14，AN-15は強い臭気を出
した。併し肉質の軟化は徴弱で殆んど肉眼的には認
められなかった。 5日目になって腐敗臭は漸次強〈
なったが著明ではなし、。肉質の軟化は件程度に見
られ， 8日目になって始めて著明な愛化を示した。 
AN-18はその場合も殆んど分解が見られなか?た。 
pH の菱化は 5 日目では 7 .4 ~8.2 になったものが多
い。これを Pseudomonasに比較すると腐敗力は
著しくおくれて発現し，その作用も概して弱し、と云
うことが出来る。叉菌株の差も相当に認められた
(第 10表参照〕。 
2.生鯉肉: 生鯉肉に移植した場合は煮熟したも
のに比べて発育も弱く，腐敗臭は 48時間では殆ん
け廿十件 
廿什廿 
廿掛川廿什甘口廿+川甘 
+ 
+
品川川廿川廿+川廿川廿川 川廿日廿川廿川甘 
第 10表 官能試験 (加熱鯖肉〉
官能 試 肉の軟化|円 pH
」一一一一一一一一 日 2 5 8菌 株一一一 
Achromo. cycloclastes AN-17 十 4十 7.2 
Achromo. AN-2 十 十 7.2 7.6 
Achromo. AN-10 十 7.4 7.8* 8.0Achromo. eurydice AN-18 H+ 
8.2 
Achromo. eurydice 
十
十
7.2 
6.4 
7.0 
8.2 
Achromo. eurydice AN-19 什
H
+十AN-20 
十件AN-14Alcalig. viscosus 十 6.6 7.4 
Alca1ig. viscosus AN-32 十 十 6.2 6.4 
Alcalig. metalcaligenes AN-33 十 十 6.2 7.0 
Alcalig. metalcaligenes AN-34 十 + 6.2 6.6 
Alcalig. metalcaligenes AN-3 + 十 + 7.2 7.8 
Alcalig. marshallii AN-15 + 掛 7.0 7.6 
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」 「ハ4.大豆: 煮熟した大豆に於てはその浸襲力は極
MEZLZZ 
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めて微弱で、あった。
P 
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ノ 
H揮発性アシモエア態窒棄の測定
実験腐敗によるアンモニアの測定は食品衛生検査
り 
指針に記載されている減圧法に従った。検体はマグ 10 
ロ，カツオ等の鮮度のよし、ものを 1cm角に切りそ
の30個程度をガラス蓋物に収め，高圧滅菌して，被 24 48 7~ 
Timc in hours 
検菌の食塩水浮遊液を 1--2滴移植して 270Cに保存
し各時間毎に一部分をとり資料とした。次に代表的 至って 4株は強い分解を示L，50mg以上に達し
に選んだ Achromobacterでは 9株， Alcaligenes た。然し尚 5株は 30mg近辺に止って弱し、腐敗力し
では 8株について実施した成績を図示すれば第 1図 か示さなカ当った。
及び第 2図の如くである。 Alcaligenesに於てもこれと大体同じ傾向を示 
Achromobacterでは 0時間で 7--22mg %のも L，24時間で 30mg線を超えたものはない。 48時
のが 24時間で 14--26mg%に増加した丈で、 30mg 問で AN-34，AN-32の2株が強い作用を示し， 48 
線を超えたものがない。 48 時間になって尚 19~26 時間後に AN-13，AN-3の2株は更に急増したのに 
mg程度のものが 5株あり， 30mgを超えたものが 他の 4株は依然として 30mg以下に止った。 
4株あった。しかも AN-17，AN-139の両株は 43; これらのことから Achromobacter， Alcalige・ 
59mgと云う様に増加したものもあった。 72時間に nesの魚肉蛋白質の分解作用は始めの 24時間では
ど認められず 7日にいたって陽性の株は AN-32の
みで他は弱L、ものであった。肉の菱化も同様に弱く 
8日で AN-32が件で、あった。但し pH値は Ach-
romobacter，Alcaligenes共にアルカリ性になり 
8.2になったものが多い。全般的に生蛋白質を分解
する作用は弱し、ものであるので生魚肉の腐敗に於て
は後期に活躍するものと推定された(第 11表参照〉。
第 11表官能試験(生鯉肉〉
肉の軟化 腐敗臭| pH 
菌 株 
2持 5 8 2 7 4 7 
7.2 8.2 
AN-2 
AN-17 ±土十 + + 
7.6 8.2 
AN-10 
- +十+十 
7.8 8.2 
AN-18 
十十+ + + 
7.8 8.2 
AN-19 
±土十 + + 
7.8 8.2土土十 土+ 
7.8 8.2 
AN-14 
AN-20 土十十 -+ 
7.6 7.8土十十++ 
6.8 8.2AN-32 + + 十ト +十+ 
AN-33 7.6 8.2 
AN-34 
+十十 + + 
6.4 8.2 
AN-13 
十++ ー+ 
7.0 8.2 
AN-3 
十++ 土+ 
7.8 8.2 
AN-15 
+ 十十 十十 
8.2 8.2土土十 一+ 
長経過日数。 
3.かまぼこ: 煉製品に於ても遅れて腐敗させる
作用が著明に認められた。 
第 1図 Achromobacterの NH3-N測定
(まぐろ肉〉 
40 
z 30 
E 
z z 
国
20 
10 
Time in hours 24 48 
第 2図 Alcaligenesの NH3-N測定
(マグロエキス〉 
70 
6u 
50 
40 
~ 
72 
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~53し、作用を示し， 48時間前後から強い作用を示すも
のが出現する。 72時間で 30mg線以下の極めτ弱
い菌株も官能試験で見られた如く更に培養を続ける
と遅れて分解を示すものが出てくることが予想され 
た。
抗生物質に対する感受性の分布 1
Chlortetracycline， Oxytetracycline， Stre-
ptomycinについて実験した。 Agarstreak me-
thod によって発育する限界濃度を求めて，その分
布を見たのが第 12表である。 tetracyc1ine系物質
に対しては感受性が高く CTCには 2.5r/ccの濃度
で発育する株は 6株しかなく ，5.0r/cc以上は 2株 
となり， 10 r/cc以上の耐性株は存在しなかった。
OTCにも 2.5r/cc以上の株はなかった。 SMに対
しでも 10r/ccの発育株が 3株であり， 25 r/cc以
上のものは認められなかった。 Pseudomonasに比
較すると感受性が著しく高いと云うことが出来る。
第 12表 Achromobacter及び Alcaligenes
の抗生物質に対する感受性
竺二三:------___r / 1. 25m1i 0 0 2.5 5.0 10 aatibioticS1~111J 
CTC 14骨 10 6 2 0、 
0司C I14 12 0 
5M I 14 13 11 8 3 0 
特数字は発育菌株数。
食塩耐性 
marine formの Achromobacterは今回の研究
から除いてあるので食塩耐性のみを調べた。 3.0% 
y 
の食塩培地で発育し得-る株が大部分であったが，若 
干の株は1.5%で漸く発育し得る程度で、あった。 5.0 
%以上の耐性株は見当らなかった。
者 按 
Achromobacterと Alcaligenesは Achromo-
bacter科の 2菌属であるが，その棲家が具ること， 
Achromobacterに僅にプドー糖利用能のあるこ 
と， Alcaligenesがミルクをアルカリにすること等
僅の性質の相違であって，むしろ 1菌属にまとめて
もよいと思われる。
著者の研究に於てもこの二つの細菌は余程精密な
実験をやらないと区別出来ないことが屡々あった。
Bergey's manlJ.al.(1948)では Achromobacter
の菌種は Breedの考えによって大整理が断行され
て，約 20菌撞が Pseudomonas~こ編入された。現 
在は halophileのもの 4菌種を別にして 8菌種に 
なってしお。著者はこの内 3菌種を分離し得た丈で、 
あって，他の 5商種を探しあてることが出来なかっ
た。叉 18菌株のうち 9株は同定出来なかった。こ
の同定出来なか、った株のうち 7株は Achromobac-
ter eurydiceに類似しておるがグルコ{スを分解
しない点丈が異っている。この様な性状の菌種はど 
こにも所属させることが出来なし、。更にミルグの所
見と， 6表糖の分解について検討を重ねた上で、再考
したし、D 
Alcaligenesは faecalisと metalcaligenesに
関する菌株が多く他の菌種は特殊のものと思われた
ので特に力を入れて分離を試みなかった。 
Alcaligenes viscosusに分類した 2菌株はミル
グで著明な Ropeを産生するので非運動性にも拘
らず一応 viscosusにきめておし、た。 
Achromobaci:erも Alcaligenesも生化学的の
活性が弱く特にとりたて L取り上げる陽性反応を示
すものがなし、。この点がこの菌属の特性でもある。
合成培地で、の発育株が 13しかないこと， 55培地
で良好の発育をするものが少いこと等は Pseudo-
asと異る所であるが， ヒスタミンの酸化力が
強いことは割合特徴ある性質の一つである。 Ach-
romobacterの腐敗細菌としての意義については，
Achromobacterの過去の沢山の菌種が消滅した今
になっては再検討すべき段階にある(9)(10)。
著者の成績から見ると，魚肉の腐敗菌としては従
来の記載よりも力弱し、ものと考えざるを得なし、。只 
48時間以後に強し、 proteaseactivity，deaminase 
activityを示すことが特徴的である。魚肉以外の
食品に対してはT 本菌は弱し、腐敗力しかもってし、な
い。
総 括
著者は主として魚介類，土壌，下水から Achromobacter18株， Alcaligenes 14株を分離
して分類学的研究を行うと共に関敗細菌としての作用について検討し，概ね次の如き成績を得 
Tこ。 
1. Bergey's manual.によって分離株を分類した結果， Achromobacter liquefaciens， 
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Achromo. cycIocIastes，Achromo. eurydice等に同定されたが，同定されなかった 9株中 
7株は Achromo.eurydiceに類似しているプド戸糖非分解株であった。叉 Alcaligenes14 
株は A 1caIigenesfaeca1is，A IcaIig. metaIcaIigenes，A IcaIig. viscosus，Alcalig. mar-
shallii等に分類された。 
2. 合成培地に於ける発育株は 1/3に認められ， s寒天培地上の発育も l/dこ見られたo 20 
，.270Cを発育至適温度とするものが大部分であった。これらの性質は Achromobacterと 
Alcaligenesが極めて類似した態度を有している事を示すものであるO 
3. 蛋自分解作用についてゼラチン液化，カゼイン水解を調べたがカゼイン水解作用は芽胞
菌や鐙光菌に比して弱く且つ出現が遅れて認められた。インド戸ル産生株はなく，ウレア{ぜ
も見られなかった。 
4. ヒスチヂン脱炭酸作用を示すものはなかったが， ヒスタミンを唯一の炭素，窒素源とし
てよく発育する株は大部分で， ヒスタミン酸化作用の強いことが特徴的に認められたO トリメ
チルアミンオキシドからトリメチルアミンを産生する株はなかった。 
5. 単独移植による魚肉の寓敗実験に於て加熱肉質の軟化，破壊は遅れて出現したが，生肉
では作用は弱いもので、あった。大豆，煉製品等では弱い関敗力が見られたのみであった。 
6. 魚肉の実験魔敗に於て NH3-N値は 24時間で 30mg%に達するものはなく， 48時間後
には大部分の株が 30mg%を超え，以後急速に増加してゆく菌株が認められた。 
7. 抗生物質に対する感受性は CTC~乙対しては 10γ/cc 以上の耐性菌はなく， SM ~乙於て
も25γ/cc以上の耐性菌は存在しなかった。一般的に感性の高い細菌と云うことが出来る。 
8. 食塩耐性は 5%以上の食塩に耐える菌株は認められなかった。
本論文の要旨は昭和 32年 7月日本衛生学会総会に於て発表した。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導を賜り御校閲の労を戴いたJ恩師相磯和嘉教授に深甚なる
謝意を表し，種々御指導を頂いた東京医科歯科大学柳沢文徳教授に感謝し，併せて腐敗部教室員
香位の御援助に御礼を申上げます。
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